
教 科 名 応用数学Ⅱ (Applied Mathematics Ⅱ) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
物質環境 

コース 
履修 1 単位 必須 

後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

４年生に引き続いて広く工学に用いられている確率・統計について学び、他の専門科目や工学一般の基本

的問題にその知識や計算技術が応用できるように能力を身につける  

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
「新版 確率統計」岡本和夫監修（実教出版） 

 

補助教材等 
 「新版 確率統計 演習」岡本和夫監修監修（実教出版） 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 100       100 

思考・推論・創造への適用力         

リーダーシップ および 

コミュニケーション力 
        

プレゼンテーション力         

主体的・継続的な学習意欲         

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

４年生で学んだ確率・統計の知識を基礎にいて、さらに進んだ確率統計の総合・応用を学んでいくことになるので、４年次の確

率統計の知識はもちろんのこと基礎数学や微分積分で学んだ数学の基礎知識がしっかり使いこなせることが望まれる。そのた

めに、毎回の授業の予習・復習を継続することはもちろん、これまでの理解が不十分なところがあれば厭わず、低学年の教科書

や問題集なども活用しながら自発的に取り組んでいくこと。 

 

さらに新たな知識の定着のためにも、補助教材として挙げた問題集などを活用しながら継続的に学習していくことが重要であ

る。 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス 

確率変数と確率分布 

・確率分布表がつくれる 

・確率変数の平均が求められる 

・確率変数の分散・標準偏差が求められる 

 

2 

3 

二項分布 ・二項分布の確率分布表がつくれる  

4 

連続型確率分布 ・確率密度関数から、確率変数が取る値の確率が求めら

れる 

・一様分布の確率密度関数のグラフが描けて、確率変数

が取る値の確率が計算できる 

・連続型確率変数の平均・分散・標準偏差が計算できる 

 

5 

6 

7 

8 中間試験  

9 

正規分布 ・標準正規分布における確率変数が取る値の確率が計算

できる 

・標準化によって一般の正規分布において確率変数が取

る値の確率が計算できる 

 

 

10 

 

11 

多次元確率変数の関数 ・多次元確率変数の関数の平均・分散が計算できる  

12 

統計量と標本分布 ・標本平均の平均と分散が求められる 

・中心極限定理を用いて標本平均の取る値の確率が計算

できる 

 

13 

14 

 期末試験  

15 

答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 物理化学Ⅲ（Physical Chemistry Ⅲ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第５学年 物質環境工学科  履修 1 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 新任 （内線 ，E-mail: ）   

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

物理化学の一分野である化学反応速度論を、①反応速度を理論的に予測することを目的とする反応速

度理論、②反応速度と反応条件を測定して反応機構を調べる実験的反応速度論を中心に学び、化学反応

の研究に有益な速度論的解析行うために重要な基礎的知識を習得することを目標とする。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
 Ｂ 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 「物理化学の基礎」（P.W.ATKINS 著・千原秀昭訳、東京化学同人） 

補助教材等 

・物理化学要論（P.W.ATKINS 著・千原秀昭訳、東京化学同人）（原著 The Elements of 

Physical Chemistry, P.W.ATKINS 著） 

・化学反応はいかに進むか（Edward L.King 著・川口信一訳、化学同人） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 20 0 0 0 0  100 

知識の基本的な理解 60 20      80 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 物理化学は基礎的理論であり、物質の化学変化に対する一般的法則を与えるものである。法則であるからには多少と

も数学的表現を用いなければならないが、出来るだけ平易に時間をかけて講義するので、授業中のノート作成や復習

を十分に行うこと。特に、「化学反応速度論」は「平衡論」と並んで、化学・物質工学の重要な柱であるので、興味を

持って学習して貰いたい。また、自分で演習問題を解くことが理解を一層強めるために極めて有効であるので、章末

の演習問題を解くことを勧める。また、原著に挑戦することも意義のあることである。 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 
自己点

検 

1 
ガイダンス 
１．化学反応速度（コア） 

化学反応速度について説明できる。 
 

2 1)速度論の実験的方法 反応系と生成系の濃度を追跡する方法を理解できる。  

3 2)反応次数の概念 反応次数と全次数の意義を説明できる。  

4 3)速度式の解釈 １次および２次反応の積分形速度式を導くことができる。  

5 4)複雑な反応 
速度定数の温度依存性に関する Arrhenius の式の意味を

理解し、説明できる。 
 

6 5)化学反応の機構① 
反応に関する物質の半減期の定義ができる。 

 

7 6) 化学反応の機構② 
速度論スキームを簡単にするための定常状態の近似がで

きる。 
 

8 前期中間試験  

9 

試験返却・解答解説等（1h） 

２．反応速度の理論（コア） 

1)気相反応の衝突理論 

問題の解答解説を通して自分の間違った箇所を理解

する。気相反応の衝突理論について理解できる。  

10 2）反応速度の活性錯合体理論 
活性錯合体理論を反応座標と遷移状態を用いて定式化

することができる。 
 

11 3.）熱力学を使った活性錯合体 
衝突理論の活性化エントロピーによる解釈の方法を理解

できる。 
 

12 
３．触媒作用 

1)触媒表面の成長と構造 
触媒表面の成長と構造について理解できる。  

13 2)触媒表面における吸着 
物理吸着過程と化学吸着過程の違いを理解できる。

Langmuir および BET の吸着等温式を使用できる。 
 

14 3)触媒表面の活性 不均一触媒作用の例をまとめ、理解できる。  

 前期期末試験  

15 試験返却・解答解説等 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 有機工業化学 （Organic Industrial Chemistry） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
物質環境 

コース 
履修 2 単位 必修 

通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】  小原 寿幸 （内線 6461，E-mail: obara）   

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

有機工業化学は、現在の産業で製造業の基盤として最も重要な位置を占める有機化学工業の基礎となる

学問である。石油のようなエネルギー資源から各種化学製品をいかにして有機化学的に変換するか、実社

会に役立っている有機製品について基礎的な知識を養うことを目標とする。加えて、有機工業化学の技術が

人間社会や地球環境に与える影響を理解し、それを通じて技術者としての社会的責任を説明できるようにす

る。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 井上 祥平 著「有機工業化学」（裳華房） 

補助教材等 プリント（演習問題，他） 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 40  10     50 

思考・推論・創造への適用力 40       40 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   10     10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

極めて広範囲で学習すべき事項が多いが、出来るだけ焦点を絞って講義するので、良く授業を聞き、ノートをきちん

と取ること。エネルギーや経済問題とも密接に関連するので、新聞等の化学工業やエネルギー・経済関関係の記事に

は良く目を通しておくこと。そのような観点からもレポートを出す予定である。  

・講義内容に関連したレポート（課題）も課すが，提出期限を遵守するなどの点を態度指向性（主体性と自己管理）として一部

評価する． 

・関連する科目： 有機化学Ⅰ、Ⅱ 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 １．ガイダンス、有機工業化学とは何か 有機化学工業の歴史と発展について説明できる。  

2 
２．有機工業化学製品の資源（2h,コア） 石油、石炭など有機工業化学製品の資源の全体像につ

いて理解できる。 
 

3 ３．石油(14h) 

(1)石油の成因・所在・埋蔵量  

 (2)石油の組成と製品 

(3)接触改質の化学 

 (4)接触分解の化学 

  (5) 水素の製造、水素化精製 

石油の成因、埋蔵量と可採年数について説明できる。 

ガソリンを中心とした各種製品の概要が把握できる。 

接触改質の反応および使用触媒について説明できる。 

接触分解の反応および使用触媒について説明できる。 

原油の平均的な化学構造について把握できる。 

石油から水素の製造、水素化精製について説明でき

る。 

 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験  

9 ・試験答案返却・解答説明（1.0h） 

４．石油化学と天然ガス化学(13h)  

(1)ナフサの分解と芳香族炭化水素の製造

(2)エチレンを原料とする合成 

(3)プロピレンを原料とする合成 

(4)C4 炭化水素を原料とする合成 

(5)芳香族炭化水素からの合成 

 

・間違った問題の正答を求めることができる． 

ナフサについて説明できる。石油から芳香族炭化水素

の製造について説明できる。 

エチレンからの誘導体の生産系統が正確に説明でき

る。プロピレンからの誘導体の生産系統が正確に説明

できる。ﾌﾞﾃﾝ、ﾌﾞﾀｼﾞｴﾝからの誘導体の生産系統が説

明できる。ﾍﾞﾝｾﾞﾝ､ﾄﾙｴﾝ､ｷｼﾚﾝからの誘導体の生産系統

が説明できる。 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 前期期末試験  

15 
試験答案返却・解答解説（1.0ｈ） 

(6)天然ガス（1.0ｈ） 

・間違った問題の正答を求めることができる． 

天然ガスからの有用品の製造について説明できる。 
 

16 ５．石炭とその化学（6ｈ） 

   (1)石炭の成因・所在・埋蔵量 

(2)石炭の種類と化学構造 

   (3)石炭の乾留 

   (4)石炭のガス化と液化 

６．油脂とその化学（6ｈ） 

  (1)油脂とは何か 

   (2)油脂の加工 

石炭の成因、埋蔵量と可採年数について説明できる。 

石炭の種類と化学構造について説明できる。 

石炭の乾留の生成物について説明できる。 

石炭のガス化と液化について説明できる。 

 

油脂とはどのようなものか説明できる。 

油脂から有用な物質の生産方法について説明できる 

 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 後期中間試験  

24 

試験答案返却・解答解説（1.0ｈ） 

７．有機化学製品の物性・生理活性 

・間違った問題の正答を求めることができる． 

有機化学製品に要求される性質・機能について説明で

きる。 

 

25 
８．染料・顔料・塗料 

 

染料・顔料・塗料にはどのようなものがあるか説明で

きる。  

26 
９．界面活性剤と洗剤（2h,コア） 

 

界面活性剤と洗剤にはどのようなものがあるか説明

できる。 

 

 

27 
１０．香料と化粧品 

 

香料と化粧品にはどのようなものがあるか説明でき

る。  

28 １１．医薬品および農薬 医薬と農薬にはどのようなものがあるか説明できる。  

29 
１２．有機工業化学と環境-製造プロセス

と製品（コア） 

有機工業化学製品の製造プロセスおよび製品自体と

環境との関係について十分に理解し、説明できる。 
 

 学年末試験  

30 
試験答案返却・解答解説 試験問題の解説を通じて，自分の間違った箇所を理解で

きる． 
 

総 講 義 時 間 数 60 時間



 



教 科 名 農業環境アセスメント ( Agricultural Environmental Ａassessment)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科  学修 2 単位 必修 
後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 田中 孝 （内線 6470，E-mail: ｔａｎａｋａ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

多様な農業生産を支えるのは、健康な大気、水、土壌であり、これらの状況を定量的に把握できること

は重要である。本講義では､環境分析に関する公定法の基礎知識を体系的に学び、健全な農業環境

を維持するために必要な大気、水、土壌の環境分析技術の知識を習得する。このことで、農業分野あ

るいは地域環境における様々な環境問題に対しても、環境分析の基礎知識を活用できるようになるの

が到達レベルである。 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
 Ｂ－３ 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 環境分析化学 （合原眞他 三共出版） 

補助教材等 機器分析のてびき（化学同人）、水の分析（化学同人），プリント，その他，第 1 視聴覚教室

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60 20 10 0 0 10 0 100 

知識の基本的な理解 45  5     50 

思考・推論・創造への適用力 15  5     20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)  20    10  30 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義の内容はこれまで学んできた分析化学、機器分析などの知識を生かすことで、農村地域環境の重要な構成要

素である大気、水、土壌の環境について理化学的見地から客観的に判断するために、公定法に準じた分析手法の知

識取得と演習問題を中心に授業を進め、環境分析に必要な知識と技術手法を身につけるように授業を行う。こ

のためには、分析化学、機器分析などを充分に予習する必要がある。将来は農業を中心とした地域環境の置かれ

た環境状況を的確に判断できるようになってほしい． 

 

・自学自習による復習の成果を「小テスト」にて評価し，それを態度志向性(主体性，自己管理)として評価する. 

・自学自習のための小テストと区別し、予習として農業環境に関するレポート提出を「レポート」として評価する． 

・科目全体の学習の反省や分析を簡易ポートフォリオにより態度志向性(主体性と自己管理)として評価する. 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

・ガイダンス(1h) 

 

・環境関連法規と環境汚染物質(1h) 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 

・環境汚染物質分析の役割・目的を理解できる。 

 

2 
・大気汚染物質の環境評価(1h) 

・大気汚染物質(一般環境項目)の分析(6h) 

(コア) 

 

 

・水環境汚染物質の環境評価 (1h) 

 

・水質分析(一般環境項目) その 1 (4h) (コ

ア) 

 

大気汚染物質とは何か理解できる。 

大気汚染物質(一般環境項目)の分析と評価ができる。 

 

 

 

水環境汚染物質とは何か理解できる。 

 

水環境汚染物質(一般環境項目)の分析評価ができる。 

 

 

3 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験 

9 
・答案返却・解答解説(1.0h) 

・水質分析(一般環境項目) その 2  (2h) 

(コア) 

 

・大気・水質・土壌サンプルの採取と保存

および前処理（2h） 

 

・環境汚染有害物質の機器分析（5h）(コア)

 

試験期間を通じて自分の間違った箇所を理解できる。 

水環境汚染物質(一般環境項目)の分析評価ができる。 

 

大気・水・土壌試料の採取・前処理および保存法を理

解できる。 

 

環境汚染有害物質の機器分析法について理解できる。

主として利用される原子吸光光度法，ICP 分析法を環

境分析に活用できる。 

 

 

10 

11 

12 

13 

14 
・環境汚染物質の影響評価（2h） 環境影響評価と環境分析の役割を理解できる。 

 

 前期期末試験 

15 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 学 習 時 間 数 90 時間

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

講義の復習 (小テストで確認) (25) 

定期試験の準備 (30) 

課題レポートの準備 (8) 

ポートフォリオ作成 (4.5) 



 



教 科 名 農業経済入門（Guide to agricultural economics） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科  学修 2 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  松永（新任予定）  （内線  ，E-mail:  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

先進諸国の中でも極めて低い食糧自給率の日本における農業問題の歴史的変化を食糧問題、構造

問題、農村問題の３側面から理解できるようにする。さらには農業政策、土地課題、環境問題などにつ

いて農業経済の体系として概説するとともに、時事的な諸問題についても自分で考えられる力を養うこ

とを目標とする（理解レベルLevel3）。 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
B 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 農業経済学、速水佑次郎・神門喜久著、岩波書店 

補助教材等 未定 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 0 20 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 50  10     60 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力) 10  10     20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

授業内容を理解できるように事前に予習や復習を忘れないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 経済学について 経済学とは何かを理解できる  

2 需要と供給 需要と供給のメカニズムを説明できる  

3 農産物と需要と生産 
農産物と需要と生産量についての関係について理解

できる 
 

4 供給のメカニズム 
農業生産の費用決定・食糧の需要と供給について説

明できる 
 

5 農産物の価格の仕組み 農産物の価格決定のメカニズムについて理解できる  

6 経済発展と農業（コア） 経済発展と農業について系統的に説明できる  

7 食糧問題（コア） 
現代の食糧問題と経済発展の関係について理解でき

る 
 

8 中間試験 

9 農業の経営組織と農業経済 国内の農業経営組織の現状について理解する  

10 農産物の市場組織と農業経済 
農産物の流通構造、卸売市場制度、農業協同組合、

農産物価格政策について説明できる 
 

11 食生活の変貌とフードシステム 食生活の変貌とフードシステムについて理解する  

12 農業と環境（コア） 近代農業と環境への負荷について理解する  

13 農産物貿易と WTO 体制 
農産物貿易の構造、WTO 協議、農産物貿易、農業保

護の国際ルールについて説明できる 
 

14 日本農業の再生 
農地利用と農地保全、米過剰と水田利用、担い手の

育成など再生方法について自分で考えられる 
 

 期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 学 習 時 間 数 90 時間 

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

定期試験の準備 （30） 

予習・復習 （20） 

定期試験の準備 （17.5）

 



教 科 名 食品衛生学（Ｆｏｏｄ Ｈｙｇｉｅｎｅ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科  学修 2 単位 必修 
後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  新任予定  （内線  ，E-mail:  ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

近年、食の安全を脅かす問題が相次いで発生し、食品衛生の重要性は高まる一方である。本講義で

は、食中毒・食品添加物など、従来の食品衛生事項の他に、予防方法ならびに食品衛生に関する法

規と行政制度についての基礎的知識の修得を目標とする。 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
B 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 食品衛生学（篠田純男ら、三共出版） 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80 0 20 0 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 50  10     60 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力) 10  10     20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 従来の物質環境工学科の専門科目とかなり異質な内容の科目であるが、「食の安全」に関わる重要な科目であるので、自

学自習に励んでもらいたい。また、教科書の巻末に、「食品衛生法」「食品衛生法施行令」「食品添加物等規格基準」等の

法律関係の条文が記されているが、これを丸暗記するのではなく、有効に利用できるよう、よく理解しておくこと。

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 食品衛生学序論 食品衛生の定義と歴史について説明できる。  

2 食品衛生行政と関連法規① 食品衛生行政組織について理解できる。  

3 食品衛生行政と関連法規② 食品衛生関連法規について理解できる  

4 食中毒と食品由来感染症① 
自然毒および化学物質による食虫毒について説明で

きる 
 

5 食中毒と食品由来感染症②（コア） 微生物性食虫毒について説明できる。  

6 食品汚染物質 
化学物質や有害重金属による食品汚染について説明

できる 
 

7 食品の変質と食品保存法（コア） 
食品の腐敗、化学反応による変質、食品の保存方法につ

いて説明できる。 
 

8 後期中間試験 

9 食品添加物 様々な種類の食品添加物について説明できる。  

10 食品の器具・容器包装の衛生 
プラスチック性容器など様々な食品保存用容器について

説明できる。 
 

11 新しい食品の諸問題 遺伝子組み換え食品の概要について説明できる。  

12 食品衛生管理① ＨＡＣＣＰによる衛生管理について説明できる。  

13 食品衛生管理② 施設管理について説明できる。  

14 食品衛生試験法 
食品汚染物試験法、微生物学的試験法について説明で

きる。 
 

 学年末末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 学 習 時 間 数 90 時間 

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

定期試験の準備 （30） 

予習・復習 （20） 

定期試験の準備 （17.5）

 



教 科 名 卒業研究 （Ｇｒａｄｕａｔｉｏｎ Ｒｅｓｅａｒｃｈ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
材料・物性 

履修コース 
 8 単位 必修 通年 時間 

担 当 教 員 【常勤】  物質環境工学科教員全員 （内線，E-mail: ） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 
 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書  

補助教材等  

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合         

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

(1)   

 

2   
 

3   
 

4   
 

5    

6 
  

 

7   
 

8  

9 
  

 

10    

11    

12   
 

13 
  

 

14 
  

 

  

15    

  

  

 

  

  

  

  

 



教 科 名 有機材料工学 II （Organic Materials and Engineering II） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
材料・物性 

履修コース 
学修 2 単位 必修 

前期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 清野 晃之 （内線 6462， E-mail: tseino） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

本講義では環境に調和した高分子材料を取上げ，その基礎から応用までを学習する。特に，リ

サイクル性の良い材料の設計や環境との関わりを理解し，これらの基礎知識を卒業研究や実社

会に適用して，試行錯誤できるレベルを到達レベルとする。  

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 改訂高分子化学入門－高分子の面白さはどこからくるか－（蒲池幹治 エヌ・ティー・エス）

補助教材等 
工学のための高分子材料化学（川上浩良 サイエンス社） 

有機工業化学第２版（園田昇・亀岡弘 化学同人），プリント 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 70 0 20 0 0 0 10 100 

知識の基本的な理解 50  10    10 70 

思考・推論・創造への適用力 20  5     25 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   5     5 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義は有機材料工学 I の続きである。有機材料工学 I では高分子材料の設計や合成，機能性について勉強し

たが，本講義では環境に調和した高分子材料にスポットをあて，その基礎から応用までを学習する。前半は高

分子材料のリサイクル・リユースの現状を学ぶと共に，海外と日本との考え方の違いを理解できる。後半は生

分解性高分子材料を取上げ，微生物による分解メカニズムや現状について理解できる。授業ではパワーポイン

トを効果的に用いて，映像を交えた授業を展開している。また，確認問題を定期的に出題し，それを解くこと

で理解を深めている。さらに，環境問題に対する企業の取り組みをインターネットにより調査させる課題を与

え，レポート提出させている。 

 

・自学自習による成果をレポートにて評価し，それを態度志向性(主体性，自己管理)として評価する 

・自学自習確認のための確認問題（宿題）を「その他」として評価する． 

・授業中態度が悪い（居眠り，携帯電話の使用など）場合は減点とするので十分に注意すること。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス ・高分子の基礎を理解できる 

・地球温暖化と高分子との関わりについて説明できる  

2 

高分子のリサイクルその 1 高分子材料（PET）のリサイクルの現状を理解できる 

 

3 

高分子のリサイクルその 2 高分子材料（紙）のリサイクルの現状を理解できる 

 

4 

高分子のリユース ・高分子のリユースの現状を理解できる。 

・海外と日本との違いを説明できる  

5 

水と高分子その 1 ・イオン交換樹脂を用いた水処理法について説明できる。 

・イオン交換樹脂の構造や原理を理解できる  

6 

水と高分子その 2 ・高分子凝集剤を用いた水処理法について説明できる。 

・高分子凝集剤の構造や原理を理解できる  

7 

砂漠と高分子 ・高分子材料が水を効率良く吸収する原理を理解できる 

・高吸水性高分子材料の用途を説明できる  

8 中間試験 

9 

答案返却・解答解説 

生分解性高分子 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

・生分解性高分子が開発された経緯を理解できる 

・微生物による材料の分解機構を説明できる 

 

10 

生分解性高分子（酵素について）（コア） ・酵素の性質を理解できる 

 

11 

微生物が作る高分子材料その 1 微生物が生産する高分子（セルロース・ポリグルタミン酸な

ど）を説明できる  

12 

微生物が作る高分子材料その 2 ポリヒドロキシアルカン酸（PHA）について理解できる 

 

13 

天然物由来の高分子材料 天然高分子（セルロース・でんぷんなど）を用いた生分解

性材料を説明できる  

14 

化学合成で作る高分子材料 化学合成法で作る生分解性材料（ポリ乳酸など）を説明で

きる  

 期末試験 

15 答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

予習・復習（宿題含む） （30） 

定期試験の準備 （20） 

課題によるレポート作成（インターネットによる調査含む） （17.5）

  



 



教 科 名 金属材料工学 （Metallic Materials Engineering） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
材料物性 

コース 
学修 2 単位 必修 

後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  鹿野 弘二 （内線 6461，E-mail: shikano） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

金属材料の一般的な特性，合金の平衡状態図の見方など基礎的な知識を修得するとともに，特に鉄鋼材

料について実際に材料を選定し，応用できる基礎的知識を得ることができる． 

 

 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
宮川大海著「金属材料工学」（森北出版） 

 

補助教材等 
宮本武明 監修「学生のための初めて学ぶ基礎材料学」（日刊工業新聞社）， 

プリント（資料および問題） 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 40  10     50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   10     10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・理論のみにとらわれず，材料の製法，利用面等，実際面の知識の養成に留意する． 

・講義はパワーポントを用い，内容をプリントして配布する．ただし，重要な項目は空欄としているので授業中は集中して空欄を

埋めることが重要である． 

・講義の理解には予習復習が重要である．講義で配布されたプリント見直しことと．また，毎回の講義の最後には予習のため，

事前に教科書の範囲を伝える． 

 

 

 

 

講 義 の 明 細 



回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

・ガイダンス(1.0h) 

・金属材料の基礎(5.0h，コア) 

（１）金属の一般的性質 

（２）金属の結晶構造 

 

 

・金属の特性を説明できる． 

・基本的な結晶構造等について理解できる． 

 2 

3 

4 

合金の平衡状態図(4.0h) 

（１）金属および合金に現れる状態 

（２）二成分系平衡状態図の基本形 

 

 

・合金の意義を理解できる． 

・平衡状態図をとおして金属の変態を理解できる． 

 
 

5 

6 

金属材料の破壊と強化 

 

材料の強さ・硬さ・温度による影響などを知り，材料破壊の

原因と状態を理解できる．  

7 

材料の機械的性質 

（１）強さと硬さと耐摩耗性 

（２）金属材料の破壊 

 

JIS による材料の機械試験および組織検査について試験

片と試験方法の概要がわかる． 

 

8 中間試験 

9 

・試験答案返却・解答解説(1.0h) 

・鉄と鋼(5.0h) 

（１）鉄鋼の製造法 

（２）Fe-C 系平衡状態図 

（３）炭素鋼の組織 

 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる． 

・製造方法が理解できる． 

・炭素鋼の平衡状態図を説明できる． 

・平衡状態図から炭素鋼の変態と標準組織を理解でき

る． 

 

 10 

11 

12 

鋼の熱処理 

（焼なまし，焼ならし，焼入れ，焼戻し） 

 

 

各熱処理の目的とそれによる組織の変化を理解できる  

13 

 

鉄鋼の溶接性 

 

溶接の重要性が理解できる  

14 

・構造用鋼，工具用鋼 

・特殊目的用特殊材料 

各種構造用鋼と合金鋼，各種工具鋼，各種特殊材料の

成分と性質および用途を理解できる．  

 期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる．  

総 学 習 時 間 数 

 

90 時

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

課題 (30) 

定期試験の準備 (37.5) 

  

  



 



教 科 名 無機構造化学 （Advanced Ceramics） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境学科 
材料物性 

コース 
学修 2 単位 必修 

前期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  鹿野 弘二 （内線 6461，E-mail: shikano） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

結晶構造にはどのような種類があり，それがどのように物性と関係しているかを理解できる．また，セラミッ

クス材料を中心に，製法や製法による特性の違いや用途について基本的な知識を得ることができる． 

 

 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 橋本和明，小林憲司，山口達明「E-コンシャス セラミックス材料」（三共出版） 

補助教材等 
宮本武明 監修「学生のための初めて学ぶ基礎材料学」（日刊工業新聞社）， 

プリント（資料および問題） 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 40  10     50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   10     10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・セラミックスに関する広い知識とそれらを理解する初歩として，ガラス，セメント，陶磁器，耐火物，炭素材料などの製法，特性，

用途などについて学習し，身近なセラミックスについて理解を深めるよう心がける．また，上記各材料および酸化物，非酸化物

系セラミックスについて，構造に関係する基礎的事項や結晶構造について学習し，セラミックスに関する基本的な問題について

的確な判断を下すことが出来るようにする． 

・講義はパワーポントを用い，内容をプリントして配布する．ただし，重要な項目は空欄としているので授業中は集中して空欄を

埋めることが重要である． 

・講義の理解には予習復習が重要である．講義で配布されたプリント見直しことと．また，毎回の講義の最後には予習のため，

事前に教科書の範囲を伝える． 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

・ガイダンス(1.0h) 

・セラミックスの概要(13.0h，コア) 

（１）窯業の基礎 

（２）ガラス 

（３）セメントおよび陶磁器 

（４）耐火物と炭素材料 

 

従来の窯業からｾﾗﾐｯｸｽへの発展経緯を理解できる． 

ガラスの構造と性質の関係を説明できる． 

セメントクリンカーの性質を理解できる． 

耐火物と炭素材料の構造と性質を理解できる 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 中間試験 

9 

・試験答案返却・解答解説(1.0h) 

 

 

・セラミックスと結晶構造(5.0h，コア) 

（１）イオン結晶と共有結合 

（２）結晶構造 

 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

 

 

・セラミックスの結晶構造を理解できる． 

・結晶構造と性質の関係を理解できる． 

 

 10 

11 

12 

ファインセラミックス（6.0h） 

（１）ペロブスカイト酸化物 

（２）安定化ジルコニア 

（３）非酸化物系化合物 

・先端セラミックス材料の特性について結晶構造から考

え，また，合成法，性質，用途などについて理解できる． 

 

 13 

14 

 期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 学 習 時 間 数 
90 時

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

レポート作成 (30) 

定期試験の準備 (37.5) 

  

  



 



教 科 名 材料物性工学実験（Materials Science and Engineering Laboratory） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
材料・物性 

コース 
学修 2 単位 必修 

前期 

4 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 清野 晃之 （内線 6462， E-mail: tseino）, 寿 雅史 （内線 6466， E-mail: kotobuki） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

高分子物質の粘弾性特性についての基礎技術を学び，材料分野への関心を広げることを目指す。また，３

ＤＣＡＤやスキャンにより原型を創作し，コンピュータによる処理，切削加工，鋳型製作，石膏・錫・ロウ等で

の造形・仕上げ・着色までを実習し，ものづくりを実践することで創意工夫することを学び，その成果を論理

的にまとめることで，これらの能力を卒業研究や実社会に適用して，試行錯誤できるレベルを到達レベ

ルとする。 

学校教育目標  A, B, E 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 プリント配布 

補助教材等 

わかりやすい高分子化学（荒井健一郎 三共出版） 

改訂高分子化学入門－高分子の面白さはどこからくるか－（蒲池幹治 エヌ・ティー・エス）

ガイドビデオ，丸谷他著「積層造形技術資料集」（オプトロニクス） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   80  20   100 

知識の基本的な理解   60     60 

思考・推論・創造への適用力   10  15   25 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
  10  5   15 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義は有機材料工学 I で学習した高分子の力学的性質についての知識が必要となるため，復習を十分に行うこと。ま

た，実験前にはテキストを十分に読み，実験当日スムーズに進められるようにしておくこと。実験は 1 班 4 人の可能性が

高いため，交代で測定を行うこと（清野担当実験）。実験後は即レポートをまとめ，期日までに提出すること。不明なことは

担当教員に聞くこと。もし，未提出のレポートが一つでもある場合は不合格とする。 

 

 

・ガイダンスや実験中態度が悪い（居眠り，携帯電話の使用など）場合は減点とするので十分に注意すること。 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス（1h） 実験の実施方法，注意事項が理解できる 

 

2 
テーマ①ガイダンス（3h）（コア） 粘度計を用いた分子量の測定法が理解できる 

 

3 
テーマ②ガイダンス（コア） ・回転粘度計の原理を理解できる 

・流動曲線の書き方が理解できる 
 

4 
テーマ③ガイダンス（コア） ・引張り試験機の原理を理解できる 

・s-s 曲線の書き方が理解できる 
 

5 
テーマ④ガイダンス ・3 次元スキャナ，3 次元 CAD による造形が理解できる 

・3 次元切削加工・鋳型・成型・着色方法が理解できる 
 

6 
グループ実験（6 回～14 回）  

 

7 
4 テーマを 5 つのグループに分かれて実施する

（④テーマは 2 グループで実施） 

 
 

8 

テーマ① （コア） 

粘度法による高分子物質の分子量の測定 

 

高分子物質の物性に影響のある分子量の測定方法を

理解し，説明できる 

 

9 

テーマ②（コア） 

回転粘度計による高分子濃厚溶液の流動曲線

の決定 

 

粘度計により，流動曲線を作成し，流動性特性を理解

し，説明できる。 

 

10 
テーマ③（コア） 

引張り試験による高分子物質のs-s曲線の測定

 

物質の固体強度物性の測定方法を理解し，説明できる 
 

11 
テーマ④ 

原型の製作と 3 次元スキャナによるコンピュー 

 

・創作原型物の製作方法を理解し，説明できる 
 

12 
タ処理切削加工と鋳型製作による製品の造形 ・原型物から種々の鋳型製作方法を理解し，説明できる 

 

13 
  

 

14 
  

 

15 再（追）実験・レポート指導 
・提出レポートに対する添削指導を行う 

・不正確なデータの場合は再実験または追実験を行う 
 

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 
60 

（50.0）

自 学 自 習 

予習 （7.5） 

レポート作成 （22.5）

  

  



 



教 科 名 卒業研究 （Ｇｒａｄｕａｔｉｏｎ Ｒｅｓｅａｒｃｈ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
バイオ・環境

履修コース 
 8 単位 必修 通年 時間 

担 当 教 員 【常勤】  物質環境工学科教員全員 （内線，E-mail: ） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 
 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書  

補助教材等  

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合         

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

(1)   

 

2   
 

3   
 

4   
 

5    

6 
  

 

7   
 

8  

9 
  

 

10    

11    

12   
 

13 
  

 

14 
  

 

  

15    

  

  

 

  

  

  

  

 



教 科 名 環境工学Ⅱ （ Environmental Engineering Ⅱ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
バイオ・環境

コース 
学修 2 単位 必修 

後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】   伊藤穂高  （内線 6475 ，E-mail: itou ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

環境工学Ⅰで得た知識をベースとして、地球温暖化や大気・水資源の汚染に関する基礎的知識を

得、その知識を活用して自分なりの意見を導き出せることがこの科目の到達レベルとする。さらに近年

の環境に関する新聞記事を題材としてプレゼンテーションを行い全員で議論する。これを通じてプレゼ

ンテーション能力の向上も目的とする。 

学校教育目標 B DE 
学科および 

コース教育目標 
B DE 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 やさしい環境科学（保田仁資著、化学同人） 

補助教材等 
実感する化学 （翻訳 廣瀬千秋 NTS 出版） 

（原著 A project of the American Chemical Society 執筆者 Lucy Pryde Eubanks） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 60 0 0 40 0 0 0 100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 20       20 

汎用的技能    20    20 

態度・志向性(人間力) 10   10    20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

試験には特に授業中に口頭で説明した事項に関して問う記述式で行うので教科書のみならず、授業中の説明内容に

関しても十分理解すること。 

プレゼンテーションに関しては事前に A3 用紙１枚にまとめた資料を提出してもらいます。 

また、予習・復習を必ず行い、授業で習った事柄や内容に関して自分の言葉で説明できるようにしてください。 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
５章 大気の汚染 

(1)窒素酸化物と硫黄酸化物 
NOx と SOx の現状について説明できる  

2 (2)酸性雨 酸性雨の定義・環境影響について説明できる  

3 
６章  地球の温暖化 

(1)地球温暖化はなぜ起こるか（コア） 
地球温暖化のメカニズムについて説明できる  

4 (2)二酸化炭素の発生とゆくえ（コア） CO2の発生源と吸収源について説明できる  

5 (3)温暖化への対策（コア） 温暖化対策の必要性とその取り組みを説明できる  

6 
７章 環境ホルモン 

(1)環境ホルモンとは 
環境ホルモン物質の影響にについて説明できる  

7 (2)環境ホルモンの作用 環境ホルモン作用について説明できる  

8 中間試験 

9 

調査と発表(12h) 

1 人 25 分程度の持ち時間のうち発表 5

分、質疑20分程度で行う。また発表の際の

調査が不十分だった場合などは発表を行

った次の週に追加発表を行う。 

（発表資料は各自環境関連の新聞記事を

題材として作成してくること） 

自分の調べてきた内容をわかりやすく説明できる。ま

た、質問に対しても正確に質問内容を理解し、適切な

答えを導きだせる。 

 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 期末試験 

15    

総 学 習 時 間 数 90 時間 

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

定期試験の準備 （30） 

予習・復習 （27.5）

課題等 （10） 

 



教 科 名 分子生物学 （Molecular Biology） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
バイオ環境 

コース 
学修 2 単位 必修 

後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  小原 寿幸 （内線 6467，E-mail: obara） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

「生物は分子からなる複雑な機械であり、分子反応の制御機構の解明によって生物が理解できる」

といわれる分子生物学の基礎知識を習得することを目標とする。また、遺伝子組み換え等のテーマを

通じて、分子生物学における倫理面の基礎知識を習得することも目標である。 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 「生物の基本ノート生化学・分子生物学編」（山川喜輝著、中経出版） 

補助教材等 

ヴォート生化学（上、下）（田宮・村松・八木・吉田 訳、東京化学同人） 

（原著 BIOCHEMISTRY, 執筆者 D. VOET and J. VOET）   

プリント（資料および問題） 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  10    10 100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 40  10    10 60 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)        10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・分子生物学の成果は膨大であり、内容もきわめて難解な部分があるが、出来るだけ平易に講義するので、授業に集中

し、ノートをきちんと取ること。双方向授業を心がけるので、積極的に授業に参加してほしい。また、先端的な内容

のビデオを鑑賞し、感想文の内容を成績評価に加えるので、居眠りはしないこと。  

・講義の理解には予習復習が重要である．また、講義で配布されたプリントは良く目を通しておくこと．また，毎回の講義の最後

には予習のため，事前に教科書の範囲を伝える． 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス(1.0h) 

１．遺伝子の基礎（10h,コア） 

(1) メンデルの法則と遺伝子の発見 

 

生物の本質は遺伝にあることを説明できる 

 
 

2 (2)遺伝子の実体（形質転換） 遺伝物質は DNA であることを説明できる 
 

3 (3)情報高分子 DNA の構造 DNA の分子構造、二重らせん構造を説明できる 
 

4  (4)DNA はどのように存在するか 真核生物・原核生物のDNAの存在の仕方を説明できる。 
 

5 (5)DNA の複製 DNA の複製方法を説明できる  

6 
３．タンパク質の合成（4h,コア） 

(1)転写と翻訳 

転写と翻訳の概要について説明できる。 
 

7 (2)情報高分子ＲＮＡについて RNA の種類と分子構造を説明できる 
 

8 後期中間試験 

9 
・試験答案返却・解答解説(1.0h) 

・ビデオ鑑賞 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる． 

ビデオ鑑賞により遺伝子ＤＮＡ研究の最先端に触れる。 
 

10 
 (3)転写と翻訳の実際 

 

転写と翻訳の詳細な機構およびタンパク質の形成を

説明できる。イントロンとエキソンの概念を説明でき

る 
 

11 
(4)タンパク質は翻訳後にどうなるか 

 

タンパク質の修飾・折りたたみについて説明できる 

  

12 
４．遺伝子工学（6h,コア） 

 (1)遺伝子工学の技術 

PCR 法の原理について説明できる 

  

13 
(2)遺伝子組み換え 

 

遺伝子組み換え技術の概要を説明できる。 

 
 

14 

(3)バイオテクノロジーへの応用と倫理的な 

 問題（ビデオ鑑賞） 

遺伝子工学の最先端の内容のビデオを鑑賞し、先端バ

イオ技術の倫理的な面について自分の考えを述べる

ことができる。 

 

 前期期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる．  

総 学 習 時 間 数 

 

90 時

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

課題解答作成 (30) 

定期試験の準備 (37.5) 

  

  

 



教 科 名 環境工学実験（ Laboratory in Environmental Engineering） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
バイオ・環境

コース 
学修 2 単位 必修 

前期 

4 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  伊藤穂高 （内線 6475 ，E-mail:  itou）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

環境問題を理解・解析するための分析技術・微生物培養技術などさまざまな知識・技術の習得を到達

レベルとする。さらに、得られた実験結果を論理的な内容のレポートにまとめられる能力を養う。また、こ

の授業ではグループごとの実験もあるので実験内容をよく理解し効率的かつ自主的に実験を進められ

ることも目標としている。 

学校教育目標 A B E   
学科および 

コース教育目標 
A B E  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 配布する冊子 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 0 0 70 0 10 0 20 100 

知識の基本的な理解   70  10   80 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   10    10 20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

本環境系の実験は生物・分析化学・有機合成化学等の知識および実験テクニックが必要とされるので、今までの物質工

学実験Ⅰ、Ⅱ、Ⅲやバイオ工学実験をよく復習しておくこと。 

また、実験が効率よく行えるようにあらかじめ予習により実験内容や実験結果の予測等を行っておくこと。 

実験結果を実験ノートに記載し、実験中の詳細な実験の様子なども記入するように心がけること。 

 

 

 

 

 

講 義 の 明 細 



回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 全体ガイダンス 各テーマの目的・実験操作の注意点などを理解する  

2 皮膚常在菌の測定 無菌操作を行う意味を理解する  

3 無菌操作の実技試験（コア） 無菌操作を習得する  

4 車の排ガス分析 排ガス中に含まれる環境汚染物質を理解する  

5 

グループ実験に関する実験ガイダンス

(12h) 

グループごとに行う実験内容の理解と効率的に実験を

進めるためには何が重要であるかを理解できる。 
 6 

7 

8 PET ボトルの分解とその分子量測定 
リサイクルの種類とそのリサイクル過程について化学的

な見地から理解できる 
 

9 COD の測定と環境評価 COD の測定手法および環境基準との比較が行える  

10 凝集剤による廃水処理 排水処理のひとつである凝集剤の特性を知る  

11 環境水中の大腸菌の測定 大腸菌群数の測定などの基礎技術を習得する  

12 発酵乳中の乳酸菌の測定１（コア） 無菌操作、グラム染色、顕微鏡の操作方法の習得  

13 発酵乳中の乳酸菌の測定２（コア） 無菌操作、グラム染色、顕微鏡の操作方法の習得  

14 レポート提出及び実験器具の洗浄 
レポートの内容の再確認。必要に応じて不十分な部分

を理解し、追加・修正等を行う。 
 

15 レポート返却・レポート添削 
レポートの内容の再確認。必要に応じて不十分な部分

を理解し、追加・修正等を行う。 
 

総 学 習 時 間 数 90 時間 

講 義 
60 

（45） 

自 学 自 習 

  

予習・復習 （25） 

レポート作成 （20） 

  

 



教 科 名 応用微生物化学 (Applied Microbiology) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 
バイオ・環境

履修コース 
学修 2 単位 必修 

2 

時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 上野 孝  （内線 6476， E-mail: ueno）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

微生物の形態・分類・代謝などの基礎的な知識を習得するとともに、地球環境を維持している微生物の役割

を理解する。現在の地球環境を作り出した微生物の誕生とそれを維持し続けている重要性を学び、地球環

境と深く結び付いている微生物の役割に関する基礎的知識を習得することを到達レベルとする。 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 環境微生物学入門 (瀬戸昌之 著、朝倉書店発行) 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 70  15     85 

思考・推論・創造への適用力 10  5     15 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義の履修に当たっては、4 年生までに学んだ生物および環境関連科目について十分に復習しておくこと。本講義では

微生物の形態や分類、代謝などについて学んだ後、現在のマイルドな地球環境を作り出し、それを維持し続けている微生物

の役割について基礎的な知識を習得する。 

 

○内容が多岐にわたるので、学んだことをしっかり復習する。 

○教科書を忘れたり、受講態度の悪い学生は減点する。 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 

 

微生物はどのような形態をしているか 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 

・微生物の種類と生物学的な分類を説明できる 

 

2 

3 生物圏のしくみと微生物 生態系における微生物の役割を説明できる  

4 微生物の基質 (栄養) 多様な栄養源で生きる微生物の分類を説明できる  

5 

地球の歴史、生物の歴史 
原始地球から現環境を形成した微生物の役割を説明でき

る 
 

6 

7 酸素と炭素の地球史 酸素やオゾン層を作り上げた微生物の役割を説明できる  

8 中間試験 

9 
試験答案返却・解答解説 

炭素の好気的分解と循環 

・間違った問題の正答を求めることができる 

・地球上の炭素循環に関わる好気性微生物を説明できる 
 

10 炭素の嫌気的分解と循環 地球上の炭素循環に関わる嫌気性微生物を説明できる  

11 

窒素の循環-微生物の巧みなハーモニー 地球上の窒素循環に関わる微生物の役割を説明できる  

12 

13 河川の自浄作用 河川の有機物を分解する微生物について説明できる  

14 活性汚泥法による排水処理 活性汚泥法とそれに関わる微生物について説明できる  

 期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる  

総 学 習 時 間 数 90 時間 

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

講義の毎回の復習 （30） 

定期試験の準備 （7.5） 

講義に関わる課題 （30） 

  



 



教 科 名 Engineering English Ⅱ 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第５学年 物質環境工学科 
グローバルマ

ネージメント
履修 ２単位 必修 

通年 

２時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】未定(ネイティブ)    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

相手と英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を身に付け、身近な事柄及び工学に関する基本的な情

報や考えを理解したり伝えたりする基礎的な英語運用能力を養い、毎分120語程度の速度の英語を、ある

程度の的確さ、流暢さ、即応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

学校教育目標 D, E 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 Science Reader in association with nature, K.Cleary 他著, MACMILLAN 

補助教材等 eｄX, 電子ジャーナル（ScienceDirect, IEEE Xplore, AIP/APS Journals, Science） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80     20  100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 40       40 

汎用的技能      10  10 

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
     10  10 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

学習上の留意点： 

 評価は 4 回の定期試験（教科書に沿った問題５０％応用問題５０％）を 8 割、世界に通用する英語力を個別に伸長しているこ

とを示すポートフォリオの提出を 2 割として評価する。ポートフォリオには、各々が edX (Harvard・MIT・UC Berkeley の工学教

育無料オンライン学習プラットフォーム)で聴講した授業の概要を英語 200 語以上でまとめ、各期最低 4 クラス分ずつ

提出すること。 

 

関連する科目： Engineering English Ⅰ 

 

学習上の助言 

 10 年後、20 年後、世界で活躍する自分を支える語学の基礎を養っていることを肝に銘じ、謙虚に、時に大胆に 

breakthrough thinking approach で学習に取り組むこと。  

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 
自己 

点検 

1 
ガイダンス 

スーパー英語２による英語力診断テスト 

授業の進め方・評価の仕方を理解できる。 

英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。 
 

2 Unit1 Shake a leg to power your phone(コア)

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

3 Unit1 Shake a leg to power your phone(コア)  

4 
Unit2 Cellular memory hints at the origins of 

intelligence(コア) 
 

5 
Unit2 Cellular memory hints at the origins of 

intelligence(コア) 
 

6 Unit3 Fish ladders of doom(コア)  

7 Unit3 Fish ladders of doom(コア)  

8 前期中間試験  

9 
答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。 

 

10 Unit4 Plants can tell who’s who(コア) 

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

11 Unit4 Plants can tell who’s who(コア)  

12 Unit5 Six degrees of messaging (コア)  

13 Unit5 Six degrees of messaging (コア)  

14 スーパー英語２による英語力診断テスト 英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。  

 前期期末試験  

15 答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。  

16 Unit 6 The Sound of a bad penny(コア) 

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

 

17 Unit 6 The Sound of a bad penny(コア)  

18 Unit7 Whales are on the rise(コア)  

19 Unit7 Whales are on the rise(コア)  

20 
Unit8 Oldest known jewellery discovered 

(コア) 
 

21 
Unit8 Oldest known jewellery discovered 

(コア) 
 

22 スーパー英語２による英語力診断テスト 英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。  

23 後期中間試験  

24 答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。  

25 Unit10  Multivitamins slow HIV(コア) 

毎分 120 語程度の速度の英語を、ある程度の的確さ、即

応性をもって理解したり伝えたりすることができる。 

 

26 Unit10  Multivitamins slow HIV(コア)  

27 Unit 11 Shaped from clay(コア)  

28 Unit 11 Shaped from clay(コア)  

29 スーパー英語２による英語力診断テスト 英語力診断テストを通して現在の英語力を理解できる。  

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説、ポートフォリオ評価 進路希望先に合う学力保証ができているか確認できる。  

総 講 義 時 間 数 60 時間

 



教 科 名 応用数学特講(Advanced Applied Mathematics) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 

グローバルマ

ネージメント

履修コース 

履修 2 単位 必須 
通年 

2 時間/週 
60 時間 

担 当 教 員 【常勤】    （内線，   E-mail:   ）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

広く工学に用いられている数学として代表的な理論である複素関数論について学び、4年まで学んだ数学の

応用力を伸長するとともに計算力の強化することを目標とする。 

 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
「新版 応用数学」岡本和夫監修（実教出版） 

 

補助教材等 
 「新版 応用数学 演習」岡本和夫監修監修（実教出版） 

 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 100       100 

思考・推論・創造への適用力         

リーダーシップ および 

コミュニケーション力 
        

プレゼンテーション力         

主体的・継続的な学習意欲         

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

複素関数論は、4 年生までに学んだいろいろな数学の知識を総合・応用しながら学んでいくことになるので、微分積分をはじ

めとしたこれまで学んだ数学の基礎知識がしっかり使いこなせることが望まれる。そのために、毎回の授業の予習・復習を継続

することはもちろん、これまでの理解が不十分なところがあれば厭わず、低学年の教科書や問題集なども活用しながら自発的

に取り組んでいくこと。 

 

さらに新たな知識の定着のためにも、補助教材として挙げた問題集などを活用しながら継続的に学習していくことが重要であ

る。 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 

複素数と極形式 

・複素数の四則演算ができる 

・オイラーの公式を使った等式の証明ができる 

・複素数を極形式で表すことができる 

 
2 

3 絶対値と偏角 ・複素数の絶対値と偏角の性質が使える 

・ド・モアブルの公式が使える 

・複素数の n 乗根が計算できる 

 
4 

5 複素関数 ・指数関数の性質が証明できる 

・三角関数の公式が証明できる 

・1 次分数関数により移される図形が求められる 

 
6 

7 正則関数 ・複素関数の微分ができる  

8 前期中間試験  

9 コーシー・リーマンの関係式 ・コーシー・リーマンの関係式を使って関数の正則関数が

判定できる 

・２次偏導関数を計算することにより調和関数であることが

証明できる 

 10 

11 

12 
正則関数による写像 ・等角性に注意して、正則関数により写される図形の像が

描ける 
 

13 逆関数 ・多価関数の値が計算できる 

・逆関数の導関数が計算できる  
14 

 前期期末試験  

15 複素積分 ・簡単な複素積分が定義から計算できる 

・複素積分の絶対値の評価ができる 

・不定積分も用いた複素積分の計算ができる  16 

17 

18 コーシーの積分定理 ・コーシーの積分定理を使って積分が計算できる 

・コーシーの積分定理を使って、有用な実積分の公式が

導ける 

 

 19 

20 

21 コーシーの積分表示 ・コーシーの積分表示で表された正則関数の値が計算で

きる  
22 

23 後期中間試験  

24 数列と級数 ・数列の極限値が計算できる 

・級数の和が計算できる 

・収束半径が求められる 

 
25 

26 関数の展開 ・テーラー展開が計算できる 

・ローラン展開が計算できる 

 

 
27 

28 孤立特異点と留数 ・留数が計算できる 

・留数の値から、簡単な複素積分が求められる  
29 

 学年末試験  

30 答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 時間 

 



教 科 名 卒業研究 （Ｇｒａｄｕａｔｉｏｎ Ｒｅｓｅａｒｃｈ） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 

グローバルマ

ネジメント履

修コース 

 4 単位 必修 通年 時間 

担 当 教 員 【常勤】  物質環境工学科教員全員 （内線，E-mail: ） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 
 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書  

補助教材等  

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合         

知識の基本的な理解         

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

(1)   

 

2   
 

3   
 

4   
 

5    

6 
  

 

7   
 

8  

9 
  

 

10    

11    

12   
 

13 
  

 

14 
  

 

  

15    

  

  

 

  

  

  

  

 



教 科 名 計算化学 (Computional Science)
 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科  履修 1 単位 選択 2 時間/週 30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 寿 雅史 （内線 6466，E-mail: kotobuki） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

物質工学系で利用されている物質の構造の構築技法を学ぶために、分子力学的計算法や量子化学的計

算法を用いて、分子構造を構築して、計算機実験をする。物質構造データの実験値との比較や回転ポテン

シャルなどの力学的計算による評価によって理論的解析手法を学び、工業技術の分子工学的基礎理論知

識を習得する 

学校教育目標  
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 課題資料(プリント) 

補助教材等 櫻井・猪飼共著「計算機化学入門」（丸善），堀・山﨑共著「計算機実験」（丸善）  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 20  80     100 

知識の基本的な理解 10  40     50 

思考・推論・創造への適用力 10  40     50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

参考書類が少ないので、プリントをよく読み理解して欲しい。使用方法の不明な点は、オンラインヘルプも理解の参考

になる。 

  

 情報処理 I、II で学習したことを復讐しておくこと 

 

◎本講義では授業中の居眠り，携帯電話の使用について 3 点/回の減点を行うので，十分に注意せよ． 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 1. ガイダンス 
科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 
 

2 

2. 「分子モデリングソフトによる分子構造の

作成と実験値との比較」を実習(4h、コア) 
分子モデルを理解し、分子構造を作成できる 

 

3  

4 

3.  「分子力学計算による化合物の最適化」

を実習(4h、コア) 
化合物の構造を作成し、構造の最適化ができる 

 

5  

6 

4.  「分子力学計算による分子内構造の「回

転ポテンシャルの計算」を実習(4h、コア) 

分子内構造の回転ポテンシャルを計算し、構造との関係

を説明できる 

 

7  

8 中間試験  

9 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

10 

5.  「半経験的分子軌道法による化合物の

最適化」を実習(4h、コア) 
分子構造を作成し、構造を最適化できる 

 

11  

12 

6.  「半経験的分子軌道法による振動解析

の計算」を実習 
振動解析の計算値と実験値の違いを説明できる 

 

13  

14 

7.  「半経験的分子軌道法による分子内構

造の「回転ポテンシャルの計算」を実習(4h、

コア) 

分子構造内の回転ポテンシャルを計算し、回転による影

響を説明できる 
 

 期末試験  

15 試験返却・回答説明 試験問題を通じて、間違った箇所を理解できる  

総 講 義 時 間 数 30 時間 

 



教 科 名 生体触媒工学 (Biocatalysis Engineering) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科  履修 1 単位 選択 
後期 

2 時間/週 
30 時間 

担 当 教 員 【常勤】 上野 孝  （内線 6476， E-mail: ueno）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

酵素、微生物、動物・植物細胞などの生体触媒の特性を理解し、それらを有用物質生産や廃水処理などの

バイオプロセスに適用するための基礎的な知識を習得する。生体触媒の活性を最大限に引き出す物理・化

学的条件やバイオリアクターに関する基礎的知識を習得することを到達レベルとする。 

学校教育目標 B 
学科および 

コース教育目標 
  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 新版 生物化学工学 (海野肇ほか 著、講談社サイエンティフィク) 

補助教材等 
生物化学工学 第 2 版 (翻訳 永谷、東京大学出版会) (原著 Biochemical Engineering, 執筆者 S. Aiba, 

A. E. Humphrey and N. F. Mills) 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100       100 

知識の基本的な理解 90        

思考・推論・創造への適用力 10        

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 本講義の履修に当たっては、4 年生までに学んだ生物関連科目について十分に復習しておくこと。本講義では酵素や微生物

に関する生化学的な内容から商業生産に用いられるバイオリアクターに関することまで基礎的な知識を習得する。 

 

○内容が多岐にわたるので、学んだことをしっかり復習する。 

○教科書を忘れたり、受講態度の悪い学生は減点する。 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 

 

1. バイオプロセスとその構成 

 バイオプロセスと生物化学工学 

 バイオプロセスの構成 

2. 生体触媒の特性 

 酵素の特性 

 微生物の特性 

 代謝 

 

 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 

 

・バイオプロセスと生物化学工学の関係を説明できる 

・バイオプロセスの構成を説明できる 

 

・酵素の特性を理解し、説明できる 

・微生物の特性を理解し、説明できる 

・代謝について理解し、説明できる 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 前期中間試験  

9 試験答案返却・解答解説 

3. 生体触媒の反応速度論 

 固定化生体触媒の速度論 

4. バイオリアクターの設計と操作 

 バイオリアクターの形式と操作 

 酵素を用いるバイオリアクター 

 微生物を用いるバイオリアクター 

5. バイオプロセスの実際 

 固定化酵素プロセス 

 生物機能を利用する廃水処理 

・間違った問題の正答を求めることができる 

 

・生体触媒の固定化を理解し、説明できる 

 

・バイオリアクターの形式と操作を説明できる 

・酵素を用いるバイオリアクターを説明できる 

・微生物を用いるバイオリアクターを説明できる 

 

・固定化酵素の利用を理解し、説明できる 

・生物機能を利用する廃水処理を説明できる 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 前期期末試験  

15 試験答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる  

総 講 義 時 間 数 30 時間

 



教 科 名 金属材料工学 （Metallic Materials Engineering） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 

グローバルマ

ネジメント履

修コース 

学修 2 単位 必修 
後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  鹿野 弘二 （内線 6461，E-mail: shikano） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

金属材料の一般的な特性，合金の平衡状態図の見方など基礎的な知識を修得するとともに，特に鉄鋼材

料について実際に材料を選定し，応用できる基礎的知識を得ることができる． 

 

 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 
宮川大海著「金属材料工学」（森北出版） 

 

補助教材等 
宮本武明 監修「学生のための初めて学ぶ基礎材料学」（日刊工業新聞社）， 

プリント（資料および問題） 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 40  10     50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   10     10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・理論のみにとらわれず，材料の製法，利用面等，実際面の知識の養成に留意する． 

・講義はパワーポントを用い，内容をプリントして配布する．ただし，重要な項目は空欄としているので授業中は集中して空欄を

埋めることが重要である． 

・講義の理解には予習復習が重要である．講義で配布されたプリント見直しことと．また，毎回の講義の最後には予習のため，

事前に教科書の範囲を伝える． 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

・ガイダンス(1.0h) 

・金属材料の基礎(5.0h，コア) 

（１）金属の一般的性質 

（２）金属の結晶構造 

 

 

・金属の特性を説明できる． 

・基本的な結晶構造等について理解できる． 

 2 

3 

4 

合金の平衡状態図(4.0h) 

（１）金属および合金に現れる状態 

（２）二成分系平衡状態図の基本形 

 

 

・合金の意義を理解できる． 

・平衡状態図をとおして金属の変態を理解できる． 

 
 

5 

6 

金属材料の破壊と強化 

 

材料の強さ・硬さ・温度による影響などを知り，材料破壊の

原因と状態を理解できる．  

7 

材料の機械的性質 

（１）強さと硬さと耐摩耗性 

（２）金属材料の破壊 

 

JIS による材料の機械試験および組織検査について試験

片と試験方法の概要がわかる． 

 

8 中間試験 

9 

・試験答案返却・解答解説(1.0h) 

・鉄と鋼(5.0h) 

（１）鉄鋼の製造法 

（２）Fe-C 系平衡状態図 

（３）炭素鋼の組織 

 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる． 

・製造方法が理解できる． 

・炭素鋼の平衡状態図を説明できる． 

・平衡状態図から炭素鋼の変態と標準組織を理解でき

る． 

 

 10 

11 

12 

鋼の熱処理 

（焼なまし，焼ならし，焼入れ，焼戻し） 

 

 

各熱処理の目的とそれによる組織の変化を理解できる  

13 

 

鉄鋼の溶接性 

 

溶接の重要性が理解できる  

14 

・構造用鋼，工具用鋼 

・特殊目的用特殊材料 

各種構造用鋼と合金鋼，各種工具鋼，各種特殊材料の

成分と性質および用途を理解できる．  

 期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる．  

総 学 習 時 間 数 

 

90 時

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

課題 (30) 

定期試験の準備 (37.5) 

  



  

 



教 科 名 材料物性工学実験（Materials Science and Engineering Laboratory） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修/選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 

グローバルマ

ネジメント履

修コース 

学修 2 単位 必修 
前期 

4 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 清野 晃之 （内線 6462， E-mail: tseino）, 寿 雅史 （内線 6466， E-mail: kotobuki） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

高分子物質の粘弾性特性についての基礎技術を学び，材料分野への関心を広げることを目指す。また，３

ＤＣＡＤやスキャンにより原型を創作し，コンピュータによる処理，切削加工，鋳型製作，石膏・錫・ロウ等で

の造形・仕上げ・着色までを実習し，ものづくりを実践することで創意工夫することを学び，その成果を論理

的にまとめることで，これらの能力を卒業研究や実社会に適用して，試行錯誤できるレベルを到達レベ

ルとする。 

学校教育目標  A, B, E 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 プリント配布 

補助教材等 

わかりやすい高分子化学（荒井健一郎 三共出版） 

改訂高分子化学入門－高分子の面白さはどこからくるか－（蒲池幹治 エヌ・ティー・エス）

ガイドビデオ，丸谷他著「積層造形技術資料集」（オプトロニクス） 

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合   80  20   100 

知識の基本的な理解   60     60 

思考・推論・創造への適用力   10  15   25 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
  10  5   15 

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 



本講義は有機材料工学 I で学習した高分子の力学的性質についての知識が必要となるため，復習を十分に行うこと。ま

た，実験前にはテキストを十分に読み，実験当日スムーズに進められるようにしておくこと。実験は 1 班 4 人の可能性が

高いため，交代で測定を行うこと（清野担当実験）。実験後は即レポートをまとめ，期日までに提出すること。不明なことは

担当教員に聞くこと。もし，未提出のレポートが一つでもある場合は不合格とする。 

 

 

・ガイダンスや実験中態度が悪い（居眠り，携帯電話の使用など）場合は減点とするので十分に注意すること。 

 

講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 
ガイダンス（1h） 実験の実施方法，注意事項が理解できる 

 

2 
テーマ①ガイダンス（3h）（コア） 粘度計を用いた分子量の測定法が理解できる 

 

3 
テーマ②ガイダンス（コア） ・回転粘度計の原理を理解できる 

・流動曲線の書き方が理解できる 
 

4 
テーマ③ガイダンス（コア） ・引張り試験機の原理を理解できる 

・s-s 曲線の書き方が理解できる 
 

5 
テーマ④ガイダンス ・3 次元スキャナ，3 次元 CAD による造形が理解できる 

・3 次元切削加工・鋳型・成型・着色方法が理解できる 
 

6 
グループ実験（6 回～14 回）  

 

7 
4 テーマを 5 つのグループに分かれて実施する

（④テーマは 2 グループで実施） 

 
 

8 

テーマ① （コア） 

粘度法による高分子物質の分子量の測定 

 

高分子物質の物性に影響のある分子量の測定方法を

理解し，説明できる 

 

9 

テーマ②（コア） 

回転粘度計による高分子濃厚溶液の流動曲線

の決定 

 

粘度計により，流動曲線を作成し，流動性特性を理解

し，説明できる。 

 

10 
テーマ③（コア） 

引張り試験による高分子物質のs-s曲線の測定

 

物質の固体強度物性の測定方法を理解し，説明できる 
 

11 
テーマ④ 

原型の製作と 3 次元スキャナによるコンピュー 

 

・創作原型物の製作方法を理解し，説明できる 
 

12 
タ処理切削加工と鋳型製作による製品の造形 ・原型物から種々の鋳型製作方法を理解し，説明できる 

 

13 
  

 



14 
  

 

15 再（追）実験・レポート指導 
・提出レポートに対する添削指導を行う 

・不正確なデータの場合は再実験または追実験を行う 
 

総 学 習 時 間 数 時間 

講 義 
60 

（50.0）

自 学 自 習 

予習 （7.5） 

レポート作成 （22.5）

  

  

 



教 科 名 無機構造化学 （Advanced Ceramics） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境学科 

グローバルマ

ネジメント履

修コース 

学修 2 単位 必修 
前期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  鹿野 弘二 （内線 6461，E-mail: shikano） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

結晶構造にはどのような種類があり，それがどのように物性と関係しているかを理解できる．また，セラミッ

クス材料を中心に，製法や製法による特性の違いや用途について基本的な知識を得ることができる． 

 

 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 橋本和明，小林憲司，山口達明「E-コンシャス セラミックス材料」（三共出版） 

補助教材等 
宮本武明 監修「学生のための初めて学ぶ基礎材料学」（日刊工業新聞社）， 

プリント（資料および問題） 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 40  10     50 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   10     10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・セラミックスに関する広い知識とそれらを理解する初歩として，ガラス，セメント，陶磁器，耐火物，炭素材料などの製法，特性，

用途などについて学習し，身近なセラミックスについて理解を深めるよう心がける．また，上記各材料および酸化物，非酸化物

系セラミックスについて，構造に関係する基礎的事項や結晶構造について学習し，セラミックスに関する基本的な問題について

的確な判断を下すことが出来るようにする． 

・講義はパワーポントを用い，内容をプリントして配布する．ただし，重要な項目は空欄としているので授業中は集中して空欄を

埋めることが重要である． 

・講義の理解には予習復習が重要である．講義で配布されたプリント見直しことと．また，毎回の講義の最後には予習のため，

事前に教科書の範囲を伝える． 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

・ガイダンス(1.0h) 

・セラミックスの概要(13.0h，コア) 

（１）窯業の基礎 

（２）ガラス 

（３）セメントおよび陶磁器 

（４）耐火物と炭素材料 

 

従来の窯業からｾﾗﾐｯｸｽへの発展経緯を理解できる． 

ガラスの構造と性質の関係を説明できる． 

セメントクリンカーの性質を理解できる． 

耐火物と炭素材料の構造と性質を理解できる 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 中間試験 

9 

・試験答案返却・解答解説(1.0h) 

 

 

・セラミックスと結晶構造(5.0h，コア) 

（１）イオン結晶と共有結合 

（２）結晶構造 

 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

 

 

・セラミックスの結晶構造を理解できる． 

・結晶構造と性質の関係を理解できる． 

 

 10 

11 

12 

ファインセラミックス（6.0h） 

（１）ペロブスカイト酸化物 

（２）安定化ジルコニア 

（３）非酸化物系化合物 

・先端セラミックス材料の特性について結晶構造から考

え，また，合成法，性質，用途などについて理解できる． 

 

 13 

14 

 期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる  

総 学 習 時 間 数 
90 時

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

レポート作成 (30) 

定期試験の準備 (37.5) 

  

  



 



教 科 名 分子生物学 （Molecular Biology） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 

グローバルマ

ネジメント履

修コース 

学修 2 単位 必修 
後期 

2 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  小原 寿幸 （内線 6467，E-mail: obara） 

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

「生物は分子からなる複雑な機械であり、分子反応の制御機構の解明によって生物が理解できる」

といわれる分子生物学の基礎知識を習得することを目標とする。また、遺伝子組み換え等のテーマを

通じて、分子生物学における倫理面の基礎知識を習得することも目標である。 

学校教育目標 B  
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 「生物の基本ノート生化学・分子生物学編」（山川喜輝著、中経出版） 

補助教材等 

ヴォート生化学（上、下）（田宮・村松・八木・吉田 訳、東京化学同人） 

（原著 BIOCHEMISTRY, 執筆者 D. VOET and J. VOET）   

プリント（資料および問題） 

達 成 度 評 価 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  10    10 100 

知識の基本的な理解 40       40 

思考・推論・創造への適用力 40  10    10 60 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)        10 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

・分子生物学の成果は膨大であり、内容もきわめて難解な部分があるが、出来るだけ平易に講義するので、授業に集中

し、ノートをきちんと取ること。双方向授業を心がけるので、積極的に授業に参加してほしい。また、先端的な内容

のビデオを鑑賞し、感想文の内容を成績評価に加えるので、居眠りはしないこと。  

・講義の理解には予習復習が重要である．また、講義で配布されたプリントは良く目を通しておくこと．また，毎回の講義の最後

には予習のため，事前に教科書の範囲を伝える． 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 

ガイダンス(1.0h) 

１．遺伝子の基礎（10h,コア） 

(1) メンデルの法則と遺伝子の発見 

 

生物の本質は遺伝にあることを説明できる 

 
 

2 (2)遺伝子の実体（形質転換） 遺伝物質は DNA であることを説明できる 
 

3 (3)情報高分子 DNA の構造 DNA の分子構造、二重らせん構造を説明できる 
 

4  (4)DNA はどのように存在するか 真核生物・原核生物のDNAの存在の仕方を説明できる。 
 

5 (5)DNA の複製 DNA の複製方法を説明できる  

6 
３．タンパク質の合成（4h,コア） 

(1)転写と翻訳 

転写と翻訳の概要について説明できる。 
 

7 (2)情報高分子ＲＮＡについて RNA の種類と分子構造を説明できる 
 

8 後期中間試験 

9 
・試験答案返却・解答解説(1.0h) 

・ビデオ鑑賞 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる． 

ビデオ鑑賞により遺伝子ＤＮＡ研究の最先端に触れる。 
 

10 
 (3)転写と翻訳の実際 

 

転写と翻訳の詳細な機構およびタンパク質の形成を

説明できる。イントロンとエキソンの概念を説明でき

る 
 

11 
(4)タンパク質は翻訳後にどうなるか 

 

タンパク質の修飾・折りたたみについて説明できる 

  

12 
４．遺伝子工学（6h,コア） 

 (1)遺伝子工学の技術 

PCR 法の原理について説明できる 

  

13 
(2)遺伝子組み換え 

 

遺伝子組み換え技術の概要を説明できる。 

 
 

14 

(3)バイオテクノロジーへの応用と倫理的な 

 問題（ビデオ鑑賞） 

遺伝子工学の最先端の内容のビデオを鑑賞し、先端バ

イオ技術の倫理的な面について自分の考えを述べる

ことができる。 

 

 前期期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる．  

総 学 習 時 間 数 

 

90 時

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

課題解答作成 (30) 

定期試験の準備 (37.5) 

  

  

 



教 科 名 環境工学実験（ Laboratory in Environmental Engineering） 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 

グローバルマ

ネジメント履

修コース 

学修 2 単位 必修 
前期 

4 時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】  伊藤穂高 （内線 6475 ，E-mail:  itou）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

環境問題を理解・解析するための分析技術・微生物培養技術などさまざまな知識・技術の習得を到達

レベルとする。さらに、得られた実験結果を論理的な内容のレポートにまとめられる能力を養う。また、こ

の授業ではグループごとの実験もあるので実験内容をよく理解し効率的かつ自主的に実験を進められ

ることも目標としている。 

学校教育目標 A B E   
学科および 

コース教育目標 
A B E  

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 配布する冊子 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 0 0 70 0 10 0 20 100 

知識の基本的な理解   70  10   80 

思考・推論・創造への適用力         

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)   10    10 20 

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

 

本環境系の実験は生物・分析化学・有機合成化学等の知識および実験テクニックが必要とされるので、今までの物質工

学実験Ⅰ、Ⅱ、Ⅲやバイオ工学実験をよく復習しておくこと。 

また、実験が効率よく行えるようにあらかじめ予習により実験内容や実験結果の予測等を行っておくこと。 

実験結果を実験ノートに記載し、実験中の詳細な実験の様子なども記入するように心がけること。 

 

 

 

 

 

講 義 の 明 細 



回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 全体ガイダンス 各テーマの目的・実験操作の注意点などを理解する  

2 皮膚常在菌の測定 無菌操作を行う意味を理解する  

3 無菌操作の実技試験（コア） 無菌操作を習得する  

4 車の排ガス分析 排ガス中に含まれる環境汚染物質を理解する  

5 

グループ実験に関する実験ガイダンス

(12h) 

グループごとに行う実験内容の理解と効率的に実験を

進めるためには何が重要であるかを理解できる。 
 6 

7 

8 PET ボトルの分解とその分子量測定 
リサイクルの種類とそのリサイクル過程について化学的

な見地から理解できる 
 

9 COD の測定と環境評価 COD の測定手法および環境基準との比較が行える  

10 凝集剤による廃水処理 排水処理のひとつである凝集剤の特性を知る  

11 環境水中の大腸菌の測定 大腸菌群数の測定などの基礎技術を習得する  

12 発酵乳中の乳酸菌の測定１（コア） 無菌操作、グラム染色、顕微鏡の操作方法の習得  

13 発酵乳中の乳酸菌の測定２（コア） 無菌操作、グラム染色、顕微鏡の操作方法の習得  

14 レポート提出及び実験器具の洗浄 
レポートの内容の再確認。必要に応じて不十分な部分

を理解し、追加・修正等を行う。 
 

15 レポート返却・レポート添削 
レポートの内容の再確認。必要に応じて不十分な部分

を理解し、追加・修正等を行う。 
 

総 学 習 時 間 数 90 時間 

講 義 
60 

（45） 

自 学 自 習 

  

予習・復習 （25） 

レポート作成 （20） 

  

 



教 科 名 応用微生物化学 (Applied Microbiology) 

学 年 学 科 コース 単 位 数 必修 / 選択 開講時期 総時間数

第 5 学年 物質環境工学科 

グローバルマ

ネジメント履

修コース 

学修 2 単位 必修 
2 

時間/週 
90 時間 

担 当 教 員 【常勤】 上野 孝  （内線 6476， E-mail: ueno）  

学 習 到 達 目 標 

科目の到達 

目標レベル 

微生物の形態・分類・代謝などの基礎的な知識を習得するとともに、地球環境を維持している微生物の役割

を理解する。現在の地球環境を作り出した微生物の誕生とそれを維持し続けている重要性を学び、地球環

境と深く結び付いている微生物の役割に関する基礎的知識を習得することを到達レベルとする。 

学校教育目標  B 
学科および 

コース教育目標 
 

教 科 書 お よ び 補 助 教 材 

教科書 環境微生物学入門 (瀬戸昌之 著、朝倉書店発行) 

補助教材等  

達 成 度 評 価 （％） 

           評価方法 

  

指標と評価割合 
定期試験 小テスト レポート

口頭 

発表 

成果品

実 技 

ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 80  20     100 

知識の基本的な理解 70  15     85 

思考・推論・創造への適用力 10  5     15 

汎用的技能         

態度・志向性(人間力)         

総合的な学習経験と 

創造的思考力 
        

学 習 上 の 留 意 点 ， 関 連 す る 科 目 ， 学 習 上 の 助 言 

本講義の履修に当たっては、4 年生までに学んだ生物および環境関連科目について十分に復習しておくこと。本講義では

微生物の形態や分類、代謝などについて学んだ後、現在のマイルドな地球環境を作り出し、それを維持し続けている微生物

の役割について基礎的な知識を習得する。 

 

○内容が多岐にわたるので、学んだことをしっかり復習する。 

○教科書を忘れたり、受講態度の悪い学生は減点する。 

 

 

 

 

 

 



講 義 の 明 細 

回 学習内容(時間) 具体的な行動達成目標 自己点検

1 ガイダンス 

 

微生物はどのような形態をしているか 

・科目の位置づけ、必要性、学習の到達目標および留意

点を理解できる 

・微生物の種類と生物学的な分類を説明できる 

 

2 

3 生物圏のしくみと微生物 生態系における微生物の役割を説明できる  

4 微生物の基質 (栄養) 多様な栄養源で生きる微生物の分類を説明できる  

5 

地球の歴史、生物の歴史 
原始地球から現環境を形成した微生物の役割を説明でき

る 
 

6 

7 酸素と炭素の地球史 酸素やオゾン層を作り上げた微生物の役割を説明できる  

8 中間試験 

9 
試験答案返却・解答解説 

炭素の好気的分解と循環 

・間違った問題の正答を求めることができる 

・地球上の炭素循環に関わる好気性微生物を説明できる 
 

10 炭素の嫌気的分解と循環 地球上の炭素循環に関わる嫌気性微生物を説明できる  

11 

窒素の循環-微生物の巧みなハーモニー 地球上の窒素循環に関わる微生物の役割を説明できる  

12 

13 河川の自浄作用 河川の有機物を分解する微生物について説明できる  

14 活性汚泥法による排水処理 活性汚泥法とそれに関わる微生物について説明できる  

 期末試験 

15 試験答案返却・解答解説 間違った問題の正答を求めることができる  

総 学 習 時 間 数 90 時間 

講 義 
30 

（22.5）

自 学 自 習 

講義の毎回の復習 （30） 

定期試験の準備 （7.5） 

講義に関わる課題 （30） 

  



 


